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テーマ 著作権問題と流通基盤整備
１．ILLサービスと関連法規
ＩＬＬサービス：利用者の多様化する情報要求、予算の削減、書庫の狭隘化等の
影響により、その重要性が増大。
「著作権法第31条」：「図書館等における複製」について規定。
２．複写業務に関わる組織
大学図書館側：国公私立大学図書館協力委員会
権利処理機構側：日本複写権センター（1991年発足）
３．二者間の交渉経過
1993年6月：「複写に関するガイドライン（案）」提示
1993年7月：上記に対する常任幹事会の見解を提出
1999年3月：「大学図書館における文献複写に関する実務要項Ａ（案）」提出
2000年2月：上記に対する複写権センターの見解を提出
2001年6月：「著作権問題についてのアクションプラン」
　　　　　　　　①著作権啓発ポスターの作成配布
　　　　　　　　②誓約書をかねた文献複写申込書雛形の作成
　　　　　　　　③『大学図書館における著作権問題Ｑ＆Ａ』の作成
４．著作権に関わるその他の動向
これまで、図書館サービスにおける著作権問題といえば、複写業務が中心であった。
が、情報通信技術の急速な発展により、図書館資料の利用形態が変化・多様化し、
従来の例外規定に当てはまらない面が生じてきているという認識のもとに、
文部省生涯学習局が研究協力者会議を設けて検討し、「コンピュータ、インターネット
を活用した著作物等の教育利用について（報告）」（2000年9月）をまとめた。
これを受け、2000年12月から文化庁が著作権審議会（2001年1月からは、
「文化審議会著作権分科会」）の下に、「図書館等における著作物等の利用に関する
ワーキング・グループ」を設置して、「権利制限規定」の見直しを中心に、具体的な問題点
について検討した。
･ILL（Interｌｉｂｒａｒｙ Lｏａｎ）:図書館間貸出（現物貸借／文献複写／DDS＝
ドキュメント・デリバリー・サービス）。相互協力によって、資料を共有する。

感想 本講義は、「図書館の資料は著作物で構成されており、それゆえ著作権法の規定に基づ
き利用しなければならない」という大前提を再認識することを目的とし、関連事項の確認、
問題点の整理をした。これによって私が痛感したのは、図書館サービスを展開していく上
で、たいへん重要な本件の動向を注視し、利用者に対して、「著作権」について啓発すると
ともに、資料を”適切に”提供しなければならないという点である。
「大学図書館における著作権問題の現状と今後」
「複写に関するガイドライン（案）抜粋」
「大学図書館における文献複写に関する実務要項Ａ（案）」
「著作権問題についてのアクションプラン」
2002年12月：「セルフ式コピー」について基本合意成立
2003年1月：「大学図書館における文献複写に関する実務要項」
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